
12

本
文
中
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
費
用
＝
無
料
、
申
込
＝
不
要
（
定
員
の
記
載
が
あ
り
申
込
の
記
載
が
な
い
も
の
も
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
）。
　
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
　
＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
　
＝
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
出
張
所
、

　
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア
、
　
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
　
＝
申
込
時
に
記
載
す
る
基
本
項
目
は
、
催
し
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
人
数
。

HP

区

参

コ

活

項目

出

涯

※土砂災害防止月間　昭和57年７月の長崎大水害をきっかけに、土砂災害防止に関する国民の理解と関
心を深めるために国土交通省（旧建設省）により、昭和58年に制定されました。
◎この特集の内容や、土砂災害について詳しくは、河川課☎（632）2686、宇都宮土木事務所☎（626）
3164へお問い合わせください。

自
然
災
害
に
備
え
よ
う

　

自
然
災
害
に
は
、
台
風
や
大

雨
な
ど
に
よ
る
風
水
害
や
土
砂

災
害
、
突
発
的
に
発
生
す
る
地

震
な
ど
が
あ
り
、
人
間
の
力
で

は
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
れ
ら

の
災
害
に
備
え
、
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
今
回
は
、
こ

れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
時
期
に

よ
っ
て
発
生
し
や
す
く
な
る
土

砂
災
害
に
関
す
る
知
識
や
自
然

災
害
が
発
生
し
た
際
の
準
備
・

対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

　

大
雨
が
続
く
と
、
左
の
イ
ラ

ス
ト
の
通
り
、
が
け
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
気
象
台
が
発
表
す

る
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意

す
る
な
ど
、
情
報
を
把
握
し
、

非
常
用
持
ち
出
し
品
の
事
前
準

備
や
、
安
全
な
避
難
路
を
確
認

し
て
お
く
な
ど
、
適
切
な
対
策

や
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

早
め
に
避
難
を

　

洪
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が

予
想
さ
れ
る
区
域
内
に
お
住
ま

い
の
人
は
、
災
害
の
前
触
れ
を

感
じ
た
と
き
は
、
早
め
に
自
主

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
病
人
、
障

が
い
者
の
い
る
家
庭
も
、
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
防
災
訓
練

▽
日
時　

６
月
３
日(

日)

正
午

〜
午
後
４
時
。

▽
会
場　

小
室
公
民
館
（
宮
山

田
町
）。

▽
対
象　

宮
山
田
町
の
一
部
の

住
民
。

土砂災害の危険信号

亀裂が現れる

樹木の振動が
地面に伝わる

浮き石が現れる

湧き水が増える

土砂災害の前触れを見たら、
早めの避難を

確認ください　あなたの街の
ハザードマップ

▲土砂災害ハザードマップ

　市では土砂災害の恐れのある区域や避
難場所などの情報を掲載した「土砂災害
ハザードマップ」を作成しています。河川
課（市役所８階）や各 区で配布している他、
市 HPからも閲覧できますので、避難場所
や避難経路の確認などにご活用ください。

▲平成28年4月に発生した熊本地震に伴う土砂災害被害

　平成27年９月に、本市では関東・東北
豪雨による土砂災害が発生し、家屋が倒
壊するなど多数の被害がありました。
　また、全国では平成28年４月に発生
した熊本地震による土砂災害や、今年４
月には大分県においてほとんど雨が降っ
ていない中での大規模な斜面の崩れによ
り、甚大な被害がもたらされています。
　このような、いつ、どこで起こるかわ
からない土砂災害から身を守るためには、
日ごろから災害に備えることが大切です。
　６月は土砂災害防止月間です。この機
会に、自分自身の問題として、防災につ
いて考え、家族で確認してみましょう。
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